第１号様式（第２条関係）
	
	土地区画整理事業施行地区内建築行為等許可申請書
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
 　　　清須市長　 永　田　純　夫　殿
住　所
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	

	
	
	

	
	
	
	名称及び
代表者氏名

	
	 　電　話

	

	
	
	
	
	
	
	

	
	次のとおり建築行為等の許可をしてください。
	

	
	行　為　の　場　所
	仮換地
	清須春日新橋西土地区画整理事業　　　　街区　仮　　　　 番
	

	
	
	該当敷地
	清須市春日
	

	
	行為地の面積（仮換地）
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平方メ－トル
	

	
	行　為　の　種　類
	 　　　　　　　　新築
 　　建築物　　　　　　　　土地の形質　　　移動の容易　　　設　置
 　　　　　　の　改築　・　　　　　　　・　　　　　　　の
 　　工作物　　　　　　　　変　　　更　　　でない物件　　　たい積
 　　　　　　　　増築

	

	
	許可を受けようとする
行　為　の　概　要
	 　　　　　　　　　　　建築物等　　建築　　　　　　㎡
 　構造　　　　　　　　　の　　　　延べ　　　　　　㎡　用途
 　　　　　　　　　　　面　　積　　延長　　　　　　ｍ
	

	
	工事着手予定年月日
	 　　　年　　月　　日
	工事完了予定年月日
	 　　　年　　月　　日
	

	
	連　　絡　　先
	
	

	
	書
類
経
由
欄

	 　施行者

	 　清須市

	


　　（注）添付図書として附近見取図、配置図、平面図、断面図、立面図、仮換地図等を添付すること。
土地区画整理事業施行地区内の

建築行為等に関する誓約書

令和　　年　　月　　日

清須春日新橋西土地区画整理組合

理事長　　鈴木鶴夫様
申請者　住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

下記の場所に建築行為等を行うにあたり、清須春日新橋西土地区画整理事業に協力するとともに、万一事業に支障となる場合には、貴組合のご指示に従うことを誓約いたします。

記

１．行為の場所　仮換地：清須春日新橋西土地区画整理事業　　　街区　仮　　　　番

　　　　　　　　　該当敷地：清須市春日

　２．行為の種類　建築物　　　新築　　　土地の形質　　　移動の容易　　　設　置

　　　　　　　　　　　　　の　改築　・　　　　　　　・　　　　　　　の　

　　　　　　　　　工作物　　　増築　　　変　　　更　　　でない物件　　　たい積

土地使用承諾書

令和　　年　　月　　日

清須春日新橋西土地区画整理組合

理事長　　鈴木鶴夫様
住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

私が所有する、清須春日新橋西土地区画整理事業地内　　　街区仮　　　番の土地ついて、下記の者が建築行為等で使用することを承諾いたします。

記

土地使用者　　　住　所　　

（申請人）

　　　　　　　　　　　氏　名　　

（注意）土地所有者と土地使用者（申請人）が異なる場合のみ提出してください。

第11号様式(第11条関係)
	工事
	着手
完了
	　　届

	年　　月　　日　　
　　　清須市長　　　　様
(郵便番号　　　　)　　
住所　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　㊞　　
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	名称及び代表者氏名
	電話＜　　＞(　)　　　　　番　　

	　下記のとおり、
	着手します。
完了しました。

	記

	1
	許可、承認又は同意の年月日及び番号
	　　　年　　月　　日　　　　令第　　号

	2
	工事の場所
	清須市　　　　　　　　　　　　　　番地先

	
	
	　　　市道　　　　　　線

	3
	工事の種別
	　

	4
	着手
完了
	年月日
	　　　年　　月　　日

	5
	工事の施工者名
	氏名
　　　　電話＜　　　　　＞(　　　　　)　　　　　　番


備考　1　用紙の大きさは、日本工業規格A4とする。
　　　　　　2　完了届の場合には、工事着手前、施工中、完了後の写真を添付すること。
排水管接続仕様書　（別紙各種参考図面参照）
管接続について
　　民地内に最終枡を設け、枡から各種排水へ取り付けます。（本管への接続は、一施設一箇所とします。）排水接続先としては、原則、道路埋設排水管に接続することとします。但し、これによりがたい場合は、「清須市の排水施設に接続する私設の下水道（取付管）の取扱いについて」に従います。
◎道路埋設排水管への接続の場合
（１）本管の管頂120度の間にヒューム管用の支管材を樹脂系接着剤により取付け、接着剤が硬化した後、番線を巻き、さらに補強としてモルタル巻きをします。（詳細は別紙２「支管接合の留意点」のとおり）
（２）取り付けにあたって、本管に開ける孔は削孔機を用いて開け、管内のコンクリート殻は、完全に取り除くようにします。
◎U字側溝への接続の場合
（１）支管とU字側溝との隙間にはコーキング剤を注入し、保護コンクリート又は保護モルタルにて補強します。（詳細は別紙１「U字側溝接合留意点」のとおり）
（２）取り付けにあたって、U字溝に開ける孔は削孔機を用いて開け、管内のコンクリート殻は、完全に取り除くようにします。
◎ボックスカルバートへの接続の場合
（１）支管とボックスカルバートとの隙間には無収縮モルタルを充填し、保護コンクリートにて補強する。（詳細は別紙３「ボックスカルバート接合標準図」のとおり）
（２）本管に開ける孔は削孔機を用いて開け、管内のコンクリート殻は、完全に取り除くようにします。
舗装復旧について
◎舗装道路
（1） 埋戻しは、別紙「取り付け管部分復旧標準図」のとおり管天端10cmまで山砂とし、従来土部分は、撒き出し厚20cmごとに転圧埋戻しをし、その上に砕石層17cm以上を設けてその後に、常温合剤又は表層加熱アスファルト混合物（厚3cm以上）で仮復旧します。なお、各層毎の転圧は十分行います。
（2） 仮復旧後、十分な自然転圧期間を設け、再生密粒度アスコン（5cm以上※）にて本復旧します。
※　舗装厚は現況厚とする。
◎砂利道
（１） 埋戻しは、管天端10cmまでは山砂とし、在来土部分は撒き出し厚20cmごとに転圧埋戻しをし、その上に砕石（厚5cm以上）を散布します。
◎インターロッキングブロック歩道舗装
（２）埋戻しは、管天端20cmまで山砂とし、従来土部分は、撒き出し厚20cmごとに転圧埋戻しを行い、その上に砕石層10cm以上（乗入れ口の場合は20cm以上）を設け、その後にクッション砂（3cm）を撒き、既設ブロックを布設し転圧及び目地砂を散布します。なお、各層毎の転圧は十分行います。
その他
本工事に起因し他の埋設物または、工作物に損害を及ぼしたときは、当方が責任をもって処理します。
道路の掘削は、コンクリートカッター等で丁寧に切り取り従来舗装に損害を与えないようにします。
車両通行止め及び交通に妨げを及ぼす場合及び道路交通法第７７条の規定による道路使用許可を受ける場合は、交通の円滑、危険防止に留意します。
施工業者　 住　所
名　称                                       印
代表者
	道路占用許可書

	占用許可第　　 　　 号
令和　　年　　月　　日

	施　　主　住　所
　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　様
施工業者　担当者　　　　　　　　　　　　様

	清須春日新橋西土地区画整理組合
理事長　　鈴木鶴夫

	　令和　　年　　月　　日付けで申請のあった下記道路占用を許可します。ただし、裏面許可条件事項を遵守すること。

	記

	1
	占用の目的
	

	2
	占用の場所
	路線名
	
	車道

	
	
	場所
	清須春日新橋西土地区画整理地内　　街区　　　番

	3
	占用の期間
	許可日から平成35年3月31日まで

	4
	工事の期間
	許可日から平成　　年　　月　　日まで

	5
	占用数量等
	VP　φ100　0.1×0.06m

	6
	占用物件の構造
	別添図書のとおり

	7
	工事実施の方法
	別添図書のとおり

	8
	占用料金
	清須市道路占用料条例第2条第3項12号によるものとする。

	9
	備　　　考
	○ 雨水排水管は、一宅地1箇所とすること。
○ コンクリートカッターでコア抜きを行い、管を接続すること。その時の写真を組合へ提出すること。
○ 水道管、排水管等の他の占用者と調整を行い、一体的に舗装
復旧を行うこと。
○ 占用者は、道路の占用に関する権利及び義務を譲渡するとき
は、「権利譲渡等承認申請書」を提出すること。


占用条件
1. 占用者は、占用物件を常時良好な状況に維持管理すること。又、占用物件周辺の道路の損傷を含めて、占用物件に異常を発見した場合は道路管理者に連絡すること。
2. 占用者は、占用物件に異常が生じられたとき、または、占用物件若しくは占用物件周辺道路に損傷を与えたときは、道路占用物件修繕届を提出し、速やかに修繕を行うこと。
3. 占用者は、許可又は回答事項を編小[道路施行令（昭和27年政令第479号）第8条で定めるものを除く]しようとするときは、道路占用変更許可申請（協議書）を提出し、変更の許可又は回答を受けること。
4. せんようしゃは、相続又は合併により占用の許可に基づく権利及び義務を承継しようときは、事前に理事長へ届け出て承認を得ること。（※2）
5. 占用者は道路の占用に関する権利及び義務を譲渡し、貸与し、担保に供し又は占用物件を他人に使用させてはならない。ただし、市長の承認を受けたときは、この限りではない。（※3）
※3　権利義務譲渡等承認申請書の提出
6.　占用者は、占用を廃止しようとするときは、あらかじめ理事長に届け出て、原状回復について指示を受ける
こと。
　　又、原状回復したときは、直ちに理事長に届け出ること。
7.　占用期間は、許可書に示したとおりとする。ただし、占用期間が満了する際に、理事長及び占用者のいずれかからも別段の意思表示がないときは、占用期間は更に５年間延長されたものとし以後もこの例によるものとする。
8.　占用により道路管理者に損害を与え、又は第三者と紛争を生じたときは、占用者の責任において損害を賠償
し又は紛争を解決すること。
9.　道路工事及びその関連工事を進める上、特に必要が生じた場合においては、占用物件の移設、改築又は撤去
を求めることがある。この場合要する費用はすべて占用者の負担とする。
10. 占用者は、道路法、同法施工令等関係法規を遵守すること。
11. 舗装復旧の範囲は、原則として掘削部分の面積に影響部分の面積を加えたものとする。
　　但し、影響部分の近傍1.2ｍ以内に目的等が存在する場合、影響部分に加えなければならない。
　　また、1.2ｍ以内に舗装の切れ目を生じさせないように、あらかじめ各占用者と調整を行うこと。
12. 交通バリアフリーを阻害するおそれのある占用工事を行う場合、視覚障害者誘導用ブロックの移設その他の
措置を採ること。
13. 復旧範囲内に道路標示等が含まれる場合には、復旧部分だけではなく道路標示全体を塗りなおすこと。
14. 道路利用者や第三者への重大事故を未然に防止する観点から、その損傷により特に道路の構造又は交通に支
障を及ぼすおそれのある占用物件については、占用許可後、５年が経過する時期を基本として、道路管理者
による占用物件の安全確認の為、占用物件の現状について、道路管理者あて書面等により報告しなければな
らないこと。
15. 占用物件の異常により、道路の構造又は交通若しくは周辺住民に影響を与え、又はそのおそれがあるときに
は直ちに必要な措置を講ずるとともに、その占用物件の異常の状況及びそれに対して講ぜられた措置の概要
を道路管理者に報告しなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工にあたって
1.　掘削の深さが1.5ｍを超える場合には、原則として、土留工を施すものとする。
　　※切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除く。
2.　排水管への接続工事を行う場合に5月～9月は管が満水の可能性があるため、この時期を避けること。
　　又、左記期間以外でも排水管が満水の場合は施工時期を調整すること。
3.　用水時期に放流先の排水管（側溝等含む）から用水が逆流する可能性があるため、宅内地盤高（浄化槽の地
盤高）を占用者の責務において検討すること。
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